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一
ヵ
月
一
、五
九
六
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本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

四
〇
八
円(

本
体

三
九
〇
円)

(

配

送

料

別)

区
域
の
名
称

制
限
又
は
禁
止
区
域

期

間

条

件

一
区
域

一
区
域

す
べ
て
の
漁
船

の
操
業
の
禁
止

北
緯
四
一
度
〇
四
分
〇
三
秒
、
東
経
一

四
一
度
二
三
分
一
二
秒
の
基
点
を
中
心
と

す
る
半
径
二
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
圏

中
、
真
方
位
四
三
度
か
ら
一
一
八
度
ま
で

の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区
域
内
の
海
面

平
成
十
六
年
七
月

一
日
か
ら
同
年
八
月

三
十
一
日
ま
で
の

間
、
毎
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
七
時
ま
で

二
区
域

二
区
域

北
緯
四
一
度
〇
四
分
〇
三
秒
、
東
経
一

四
一
度
二
三
分
一
二
秒
の
基
点
を
中
心
と

す
る
半
径
一
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
圏

中
、
真
方
位
四
三
度
か
ら
一
二
八
度
ま
で

の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区
域
内
の
海
面

平
成
十
六
年
九
月

一
日
か
ら
同
年
十
一

月
十
五
日
ま
で
の

間
、
毎
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
七
時
ま
で

一
区
域

一
区
域

す
べ
て
の
漁
船

の
操
業
の
禁
止

北
緯
四
二
度
一
八
分
二
六
秒
、
東
経
一

四
二
度
二
六
分
三
三
秒
の
基
点
を
中
心
と

す
る
半
径
四
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
圏

中
、
真
方
位
一
八
〇
度
か
ら
二
七
〇
度
ま

で
の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区
域
内
の
海

面

平
成
十
六
年
七
月

十
六
日
か
ら
同
年
八

月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
毎
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
五
時
三
十

分
ま
で

二
区
域

二
区
域

北
緯
四
二
度
一
八
分
二
六
秒
、
東
経
一

四
二
度
二
六
分
三
三
秒
の
基
点
を
中
心
と

す
る
半
径
二
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
圏

中
、
真
方
位
一
八
〇
度
か
ら
二
七
〇
度
ま

で
の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区
域
内
の
海

面

平
成
十
六
年
九
月

一
日
か
ら
同
月
二
十

五
日
ま
で
の
間
及
び

平
成
十
七
年
二
月
二

十
日
か
ら
同
年
四
月

十
五
日
ま
で
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
毎
日
午
前

八
時
か
ら
午
後
五
時

三
十
分
ま
で

（
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ

所
村
地
先
）

六
ヶ
所
対
空
射
場
水
域

（
北
海
道
静
内
郡
静
内

町
字
浦
和
地
先
）

静
内
対
空
射
場
水
域

告

示

平成˜�年�月™š日 水曜日 (号外第˜š›号)官 報

省
令
で
定
め
る
課
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
室
又
は
工

業
所
有
権
研
修
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
庁
舎
等
（
国
の

庁
舎
等
の
使
用
調
整
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
庁
舎
等
を
い
う
。）と
す
る
。

２

前
項
の
国
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
工

業
所
有
権
総
合
情
報
館
の
理
事
長
が
一
部
施
行
日
の
前

日
ま
で
に
申
請
し
た
と
き
に
限
り
、
独
立
行
政
法
人
工

業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
以
下
「
情
報
・
研
修
館
」

と
い
う
。）に
対
し
、
無
償
で
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保

支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
六
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

電
波
法
に
よ
る
旅
費
等
の
額
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
六
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
二
百
十
二
号

電
波
法
に
よ
る
旅
費
等
の
額
を
定
め
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）
第
九
十
五
条
（
同
法
第
百
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第

百
四
条
の
四
第
二
項
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
に

よ
る
改
正
前
の
電
波
法
第
百
四
条
の
四
第
二
項
、
放
送
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
五
十
三
条
の

十
三
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

律
第
百
十
四
号
）
第
二
十
八
条
、
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
業
務

の
運
用
の
規
正
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
三
十
五
号
）
第
九
条
並
び
に
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送

法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

電
波
法
に
よ
る
旅
費
等
の
額
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
二

十
五
年
政
令
第
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
中
「
八
千
五
十
円
」
を
「
八
千
円
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
の
日
に
係
る
日
当
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
工
業
所
有
権
に
関
す
る

手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
の
次
に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
審
査
官
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
工
業
所
有
権
研
修
所
に

お
い
て
修
了
し
た
研
修
課
程
又
は
履
修
し
た
研
修
課
程

の
一
部
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法

施
行
令
（
以
下
「
新
特
許
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十

二
条
（
実
用
新
案
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第

十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
、
意
匠
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
五
年
政
令
第
十
八
号
）
第
二
項
、商
標
法
施
行
令（
昭

和
三
十
五
年
政
令
第
十
九
号
）
第
三
条
第
二
項
及
び
特

許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
第
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
・
研
修
館
に
お
い
て
修

了
し
た
相
当
の
研
修
課
程
又
は
履
修
し
た
相
当
の
研
修

課
程
の
一
部
と
み
な
す
。

（
審
判
官
及
び
審
判
書
記
官
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措

置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
工
業
所
有
権
研
修
所
に

お
い
て
修
了
し
た
研
修
課
程
又
は
履
修
し
た
研
修
課
程

の
一
部
は
、
新
特
許
法
施
行
令
第
十
三
条
及
び
第
十
三

条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
実
用
新
案
法
施
行
令
第
四

条
第
二
項
、
意
匠
法
施
行
令
第
二
項
及
び
商
標
法
施
行

令
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
・
研
修

館
に
お
い
て
修
了
し
た
相
当
の
研
修
課
程
又
は
履
修
し

た
相
当
の
研
修
課
程
の
一
部
と
み
な
す
。

総
務
大
臣

麻
生

太
郎

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

文
部
科
学
大
臣

河
村

建
夫

厚
生
労
働
大
臣

坂
口

力

経
済
産
業
大
臣

中
川

昭
一

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

亀
井

善
之

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内
閣
府
告
示
第
百
六
十
八
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、

又
は
禁
止
す
る
区
域
及
び
期
間
並
び
に
そ
の
条
件
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
十
六
年
六
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
二
百
十
三
号

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全

確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び

安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保

支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成

十
五
年
政
令
第
三
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
中
「
第
千
五
百
十
一
号
」
の
下
に

「
及
び
第
千
五
百
四
十
六
号
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
か
ら
施
行
す

る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

細
田

博
之

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

�™
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